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上
下
動
及
水
平
動
の
初
動
後
現
時
の
遅
れ
に
就
い
て

J=t 

I可

谷

育事

』馬

地
震
計
の
水
平
動
及
び
上
下
動
に
現
れ
る
初
動
の
振
幅
の
相
針
的
大

3
2
は
震
源
か
ら
殺
し
た
震
波
の
地
表
面
に
於
け

る
射
出
角
(
震
波
線
と
地
表
面
と
の
な
す
角
)
に
依
る
事
は
容
易
に
考
へ
ら
れ
る
事
で
波
の
京
市
た
方
向
に
於
け
る
振
幅
の
水

平
及
川
ω
上
下
の
分
振
幅
に
分
つ
事
が
出
来
る
。
今
若
し
雨
地
震
計
の
戚
度
が
全
く
相
等
し
い
も
の
と
見
倣
せ
ば
共
の
記
象

紙
上
に
現
れ
て
来
る
振
幅
に
依
っ
て
射
出
角
を
決
定
す
る
事
が
出
来
叉
共
角
が
四
十
五
度
で
あ
れ
ば
爾
地
震
計
の
初
動
の

振
幅
は
等
し
〈
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
叉
伎
λ

リ
に
雨
地
震
計
が
理
想
的
に
戚
度
極
め
て
良
い
も
の
と
す
れ
ば
射
出
角
が
九

十
度
或
は
0
度
と
な
る
と
き
の
外
は
幾
分
の
振
幅
の
相
違
は
あ
る
に
し
て
も
必
ず
双
方
の
地
震
計
は
同
時
刻
に
初
動
が
現

れ
る
筈
で
あ
る
。
然
し
宮
際
に
斯
か
る
地
震
計
は
望
h
u
事
が
出
来
な
い
の
で
あ
っ
て
其
角
が
九
十
皮
と
0
度
と
の
聞
に
在

る
所
に
於
て
も
水
卒
動
及
び
上
下
動
の
何
れ
か
に
初
動
を
詑
象
し
な
い
場
A
口
が
起
っ
て
京
市
る
。
今
般
り
に
射
出
角
が
可
成

λ

リ
小
苫
〈
v

な
っ
た
と

3
を
考
へ
て
見
る
と
、
水
卒
動
は
上
下
動
に
於
け
る
よ

b
も
振
幅
が
大

3
く
而
も
水
卒
動
の
初
動
の

振
幅
が
叉
小
3
い
と
き
は
、
上
下
動
に
は
之
れ
に
相
営
す
る
初
動
は
現
れ
ず
に
宛
も
初
動
が
或
る
時
刻
遅
れ
て
到
着
し
た
υ

か
の
様
に
考
へ
ら
れ
る
事
が
あ
り
、
之
れ
と
逆
に
水
卒
動
の
遅
れ
る
場
合
も
起
っ
て
京
市
る
誇
で
あ
る
。
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八
八

-
斯
く
の
如
〈
考
へ
る
と
き
は
地
震
計
記
象
紙
上
に
現
れ
る
初
動
の
後
震
時
は
水
卒
及
び
上
下
動
に
或
る
相
違
を
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

共
れ
故
著
者
は
此
関
係
の
有
無
を
決
定
す
る
た
め
に
大
正
十
三
年
八
月
か
ら
大
正
十
四
年
六
月
迄
約
一
年
聞
に
亘
っ
て

東
京
に
於
い
て
観
測
し
た
る
ク
ヰ

1
へ
Y

ト
詑
象
紙
を
調
査
し
水
卒
動
及
上
下
動
の
後
震
時
と
同
時
に
水
卒
動
の
初
期
徴

動
総
額
時
聞
を
譲
取
っ
た
の
で
あ
る
。
其
結
果
は
次
ぎ
の
表
に
示
す
や
う
に
な
る
。

氏
表
で
震
央
距
離
と
云
よ
の
は
初
期
微
動
纏
績
時
間
か
ら
私
が
以
前
に
作
っ
た
卒
均
の

P
L
曲
線
か
ら
固
形
の
上
で
護

取
っ
た
位
で
あ
る
。
設
で
爾
初
動
殺
現
時
の
差
の
欄
に
於
て
(
+
〉
は
水
卒
動
が
先
に
表
は
れ
た
相
場
A
口
で
あ
っ
て
(
二
は
上

下
動
の
早
〈
表
は
れ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
此
の
時
間
の
差
を
縦
軸
と
し
横
軸
に
震
央
距
離
を
取
っ
て
固
に
一
不
す
と

第
一
闘
の
や
う
に
な

b
同
時
に
時
間
差
に
無
関
係
に
地
表
上
に
書
い
て
見
だ
の
が
第
二
国
で
あ
る
。

今
若
し
雨
初
動
費
震
時
の
差
が
或
る
観
測
地
結
に
於
て
英
露
の
射
出
角
に
依
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
れ
ば
其
角
が
大
言

い
と
き
は
上
下
動
、
小

3
い
と

3
は
水
卒
動
が
先
に
現
は
れ
て
京
市
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
或
る
角
に
劃
し
て
は
時
間
差

の
(
+
)
及
び
ハ
一
〉
が
同
じ
割
令
で
起
る
所
が
あ
る
誇
で
あ
る
。

第
二
国
は
地
球
表
面
に
時
間
差
を
書
い
た
も
の
で
こ
れ
を
見
れ
ば
分
る
如
〈
震
央
か
ら
約
百
粁
附
近
迄
は
水
平
動
及
び

上
下
動
の
何
れ
の
場
会
も
起
る
が
百
粁
か
ら
百
六
十
粁
迄
は
水
平
動
が
最
初
の
初
動
を
作
b
之
れ
か
ら
二
百
二
十
粁
迄
再

ぴ
水
卒
及
び
土
下
動
が
現
は
れ
る
。
こ
百
二
十
粁
以
上
四
百
粁
以
下
に
於
て
は
上
下
動
、
更
に
四
百
五
十
粁
迄
は
水
準
動



水
平
動
之
上
下
動
の
初
動
費
現
時

の
差
さ
震
央
距
離
さ
の
関
係

×
水
平
勤
の
初
動
が
上
下
動

の
其
れ
よ
り
早
き
場
合
1

.
上
下
動
の
初
動
が
水
平
動

の
其
れ
L
り
早
き
場
合
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と
な
b
共
れ
よ
ち
先
は
上
下
動
が
初
動
の
最
初
の
も
の
を
構
成
す
る
。

600 

上
下
及
び
水
卒
動
が
射
出
角
の
援
化
に
依
り
初
動
の
敵
味
震
時
が
移
5

経
る
も
の
で
あ
る
ξ
云
ム
事
は
最
も
至
営
な
考
へ
方
で
あ
ら
う
と
思

ふ
。
そ
れ
故
震
央
近
〈
に
於
て
は
上
下
の
方
向
の
分
力
は
従
つ
℃
、
大

3

く
-
上
下
動
が
第
一
の
初
動
の
接
震
時
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
告
な
い
。

い
事
を
残
念
に
息
ふ
の
で
あ
る
。
震
央
か
ら
一
一
泡
ゴ
か
る
に
従
ひ
第
一
初

動
は
上
下
動
か
ら
水
卒
動
に
移
る
も
の
で
固
で
大
鰻
六
七
十
粁
が
共
中

心
地
貼
に
な
っ
て
居
る
。
郎
ち
此
結
は
上
下
及
水
卒
動
が
同
じ
割
合
に

起
る
所
で
同
一
戚
度
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
英
中
心
左
思
は
れ

る
黙
を
取
b
震
源
の
深
3
を
知
る
ξ
S
L』
下
及
び
水
平
動
の
戚
度
の
比

を
求
む
る
事
が
出
来
之
れ
が
射
出
角
の
正
切
に
相
営
す
る
。
夏
に
震
央

距
離
を
増
す
と

3
は
水
平
の
方
向
の
分
力
は
次
第
に
大
言
く
な
る
た
め

に
水
平
動
が
先
に
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
今
若
し
震
源
か
ら
直
接
に
達

す
る
波
ば
か
b
で
あ
る
と
す
れ
ば
震
央
を
増
す
と
共
に
水
卒
の
分
カ
は

J

一
九
九
占



増
す
の
み
で
上
下
動
の
発
震
時
は
必
ず
水
卒
動
の
そ
れ
よ

b
も
遅
れ
て
来
る
に
達
び
な
い
。
目
隠
が
百
六
十
粁
以
上
に
は
再

一九
O

ぴ
上
下
動
の
後
震
時
が
最
初
の
初
動
と
な
っ
て
現
は
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
此
地
貼
に
於
て
も
震
央
近
く
で
上
下
動
の
後

地殻上居た惇揮する震波線の園

震
時
が
先
に
な
る
に
必
要
な
射
出
角
が
必
要
に
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

此
傑
件
を
満
足
す
る
も
の
と
し
て
震
源
か
ら
地
球
中
心
に
向
っ
て
簿
曲
し
て
達
す
る

波
を
考
へ
る
事
が
出
来
る
。
而
も
表
面
か
ら
の
深

3
を
増
す
と
共
に
速
度
は
次
第
に
大

3
く
な
る
の
で
お
る
か
ら
或
る
震
央
距
離
以
上
で
は
直
接
に
来
る
波
よ

b
も
速
や
か
に

達
す
る
事
は
容
易
に
肯
首
し
得
る
の
で
あ
る
。
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
の
設
を
引
用
す
れ
ば

此
波
は
大
臨
六
十
粁
の
不
連
緩
層
に
屈
折
し
て
来
る
波
止
同
じ
考
に
な
る
。
之
れ
か
ら

先
は
再
び
水
卒
動

ω初
動
が
大
韓
四
百
粁
以
上
に
於
て
表
は
れ
四
百
五
十
粁
か
ら
上
下

動
に
襲
っ
て
行
〈
の
で
あ
る
。

次
ぎ
に
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
の
設
に
従
っ
て
波
の
通
路
を
書
い
て
見
る
と
第
三
闘
の
如

く
雨
層
に
於
て
の
震
波
の
一
週
路
は
直
線
と
な
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
フ
エ

Y

?

1

の
法
則
に
依
'
9
3
8∞
G
U
S
H
5
7
の
式
で
速
度
一
定
と
す
れ
ば
こ
れ
は
の
g
G
H
g
g
F
に
な

b
直
線
の
方
程
式
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
国
を
見
る
と
震
央
か
ら
約
四
百
粁
の
結
迄
は
今
迄
述
べ
て
来
た
事
と
金
く

固第
-
致
す
る
事
が
直
ち
に
分
る
の
ぞ
あ
っ
て
水
平
及
び
上
下
動
の
最
初
の
初
動
の
分
布
は
第
二
国
と
同
じ
ゃ
う
に
な
る
。
然



し
な
が
ら
共
れ
以
上
の
震
央
距
離
に
封
し
て
も
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
の
設
を
取
れ
ば
上
下
動
の
接
震
時
は
第
一
の
初
動
と
な
っ

て
水
卒
動
は
決
し
て
最
初
の
初
動
を
構
成
す
る
事
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
不
蓮
績
面
に
屈
折
し
て
達
す
る

波
P
は
、
震
央
距
離
を
増
す
に
従
っ
て
震
源
か
ら
出
る
波
の
不
蓮
緩
面
へ
の
入
射
角
は
い
よ
/
'
t
l
小
ヨ
く
な

b
表
面
に
於

け
る
射
出
角
が
盆
大
言
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
然
し
賓
際
観
測
か
ら
得
た
材
料
に
依
れ
ば
共
れ
よ

b
先

の
震
央
距
離
の
地
貼
に
が
、
て
も
水
平
及
び
上
下
動
が
交
互
に
第
一
初
動
を
構
成
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
共
れ
故
に
モ
ホ
ロ

ピ
チ
ッ
ク
の
不
運
一
績
面
の
考
へ
で
は
此
等
を
会
部
説
明
し
謹
す
事
が
出
来
な
い
。
或
は
地
下
の
構
造
は
も
っ
と
複
雑
な
も

の
で
あ
る
ら
し
く
之
等
は
も
っ
と
深
く
研
究
し
て
見
る
債
値
が
あ
る
。
而
し
て
一
般
に
上
下
動
の
振
動
の
エ
ネ
Y
ギ

1
は

水
平
動
の
共
れ
よ
ら
も
よ

b
多
く
地
殻
に
依
り
吸
牧
3
れ
る
か
ら
、
此
の
現
象
も
或
は
地
殻
皮
層
の
物
理
的
性
質
に
依
つ

て
説
明
し
得
る
か
も
知
れ
な
い
。

然
し
ヲ
ヰ

1
へ
Y

ト
上
下
動
を
据
付
け
て
日
が
浅
く
充
分
な
材
料
を
得
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
L
め
に
断
定
す
る
に
跨

路
す
る
の
で
あ
る
。
又
若
し
此
論
文
が
正
し
い
も
の
正
す
れ
ば
初
動
の
上
下
及
び
水
平
動
に
現
は
れ
る
時
間
の
遅
速
に
依

っ
て
震
波
の
京
市
た
方
向
通
路
を
正
確
に
決
定
し
得
る
曹
と
息
ふ
が
此
事
に
就
い
て
は
更
に
論
じ
て
見
だ
い

E
息
ふ
。

終
b
に
臨
み
絶
え
や
有
盆
な
御
助
言
を
賜
は
り
御
激
励
下
京
っ
た
図
富
先
生
に
深
く
戚
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

九


